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１．はじめに 

１．１ 一般的なガイドライン 

 

この説明書は、設置、操作、メンテナンスに必要ですので、お客様が必ず保管して下さい。 

設置、操作、メンテナスの前に本書をよく読んで下さい。日本国内、地方自治体、ヨーロッパ規格の全てに適

合させてご使用下さい。この取扱説明書に記載されているメンテナンス事項は全て行う事をお勧めいたします。 

この製品は、本書に記載されている使用方法にしたがって使用してください。それ以外の使い方や、誤った使

い方をすると危険です。その際生じた事故や故障は、すべてお客様の責任となります。 

この製品の設置、メンテナンスおよび修理は、専門の技術を持った業者の手で、規格に沿って説明書に従って

行ってください。部品交換が必要な際は、必ず正規の部品を使用してください。誤った設置の仕方や、ずさん

なメンテナンスによるけがや器物破損が生じた場合、メーカーはいかなる責任も負いません。 

製品のクリーニングやメンテナンス作業を行う前には、必ずすべてのスイッチを「切」の状態にし、電源プラ

グを抜いてください。この製品は、防火設備の整った建物に設置し、電源や排気口など必要なサービスをきち

んと確保して下さい。いかなる修理、システムの取外し、装置の内部部品、供給された付属品でテルモロッシ

から許可されていないものは自動的に保証を失います。下記イタリアの法令による 

Decree no. 224 of the President of the Republic of 24/05/1988, art. 6/b. 

この製品を売却または譲渡する時は、この取扱説明書を必ず製品に附属してください。また取扱説明書が破損

などした場合は交換用のコピーを輸入元へ依頼して常に手元において下さい。説明書に使用されている図や写

真は説明用で実際のものとは異なる場合があります。また予告なしにテルモロッシは内容を改訂する権利を有

します。本取扱説明書の著作権はThermorossi S.p.Aに帰属します。いかなる場合も第三者が許可なしに複製

する事は禁止します。 

 

１．２ 安全のために 

 

・     警告      この表示の注意事項を守らないと、死亡や大けがなどの重 

大な人身事故の原因となります。 

 

・     注意      この表示の注意事項を守らないと、製品の破損や故障の原 

因となります。 

 

・     重要事項      この表示は、製品を使用の際、とくに重要な事柄を示して 

います。 

 

 

１．３ 推奨事項 

    

この取扱説明書は、製品を正しく使用するために不可欠なものです。ご使用の前に、熟読される事を

お勧めします。正しい設置、使用、メンテナンスを行うために、必ずこの取扱説明書を熟読してくだ

さい。電気パネルへの接続などは専門の業者にて行って下さい。設置、メンテナンス、操作が正しく

行われない場合は第三者への損害も認められませんのでご注意下さい。 

お客様によって行われた改造は、すべてお客様の責任となります。使用前、使用中の設置と装置の 

効果的な運転を維持するための保守に必要な操作は、お客様の責任において行われます。 

 

１．４  一般的なガイドライン 

 

この製品は、かならず PE アース（2006/95/EC に適応。低電圧電気機器用）に接続してください。設

置前に、アース回路が有効であることをお確かめください。電源ケーブルの容量が充分であるかをご確

認ください。新築の場合アース付コンセントを設けて下さい。 

 

注意：電源コードは断面積1.5平方ミリが最適です。この製品は、正しい電圧のもとで使用してください。 

この製品本体は、220-240V, 50Hz.で作動します。10 パーセント以上高い電圧で使用すると、運転が

正常に行われないか、もしくは破損のおそれがあります。                     
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日本で使用する場合は 230／100Ｖの変圧トランスを介して使用します。コンセントは容易に接続出来るよう

にストーブを配置して下さい。コンセントにはブレーカーが装着されたものにして下さい。電源ケーブルは排

気管または本体高温部に接触しないようにして下さい。もしコードが破損した場合は輸入元または代理店にて

交換が必要です。本製品はEC規格に適合するかチェックするために約１時間出荷テスト燃焼を行っています。

操作には取扱説明書の内容を熟知した人が行って下さい。また８歳未満の子供、肉体的・精神的障害がある人

の操作はお辞め下さい。ストーブ近くでお子様を遊ばせないで下さい。 

 

注意：着火前に燃焼皿が綺麗であること、ドアがロックされている事を確認して下さい。 

 

注意：燃焼中は常にドアはロックされた状態でなければなりません。燃焼中はドアを開けないで下さい。また

燃焼中はストーブや排気管、ガラス部は高温になりますので触らないで下さい。またお子様にも注意喚

起して下さい。長時間ストーブ近くで体を温めないで下さい。また部屋の暖め過ぎにご注意下さい。そ

れらは健康上の問題を引き起こす場合があります。植物や動物に直接熱気（温風）を当てないで下さい。 

いかなる着火剤も使用しないで下さい。木質ペレット以外の燃料を使用しないで下さい。燃料の供給は

自動にて行います。燃焼皿へ手で燃料を入れたり他の材料を燃やさないで下さい。ストーブの近くに可

燃物や熱に弱い製品を置かないで下さい。また乾燥目的で衣類などを置かないで下さい。洗濯物は十分

に距離を離して下さい。ストーブが稼働中は絶対にメインスイッチを切ったり、コンセントを抜かない

で下さい。 

 

   ストーブを濡れた手で扱わないで下さい。燃焼灰が熱い時に掃除機で吸わないで下さい。この取扱説明

書に書かれているメンテナンスの全てはストーブが十分に冷めた状態で行って下さい。 

 

   スイスユーザーへ：消防署発行されたヒーターの設置に関する注意（VKF - AEAI）、地方の法律上の規制

（必須の信号と安全距離）を参照してください。 

    

   ストーブには必ずアースを施して下さい。アースを施さない場合の事故はストーブ本体に重大な損害を

与える場合があります。技術者へ確認してもらって下さい。ストーブのアースと実際のシステムに電位

差があってはなりません。 

 

 

１．５ 輸送と保管 

 

 製品を運搬するときの注意 

ストーブ本体を移動するときは、必ず垂直状態のまま台車に乗せて動かしてください。その際衝撃を与えない

ように十分注意してください。セラミック、背面パネル、ガラスのドア部分は破損しやすいので、特に気をつ

けてください。 

 

保管 

ストーブ本体およびカバーは、湿気やカビのない屋内で保管してください。直射日光や風雨を避け、また、本

体を直接床に置かないようにしてください。保管場所による機器への影響はいかなる場合も保証いたしません。 

 

１．６ 製品の処分の為のガイドライン 

製品が耐久年数を過ぎて廃棄する場合は処理する地域の規則に従って廃棄して下さい。製品は地方自治体で定

められた指定業者へ委託して下さい。正しい処分は環境保護になるだけでなく、資源の回収・リサイクルを促

進します。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                8 



２．主な仕様 
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技術的特性 SILENT PLUS 

燃焼室出力（最小／最大） Kw 3.89／10.52 4.43／12.36 

定格出力（最小／最大） Kw 3.31／8.98 3.89／10.68 

暖房可能容積 ㎥ 240 285 

定格出力時燃焼効率 ％ 85.36 90.80 

低出力時燃焼効率 ％ 85.26 87.90 

使用電力  230V／50Hz 230V／50Hz 

消費電力    （最小／最大） Watt 60（0.27A）／320（1.40A） 70（0.31A）／320（1.40A） 

定格排気ガス量 g/s 8.0 7.0 

低出力時排気ガス量 g/s 6.1 7.0 

定格出力時排気ガス平均温度 ℃ 187 167 

低出力時排気ガス平均温度 ℃ 109 93 

定格最少ドラフト圧力 Pa 12 12 

低出力最少ドラフト圧力 Pa 12 12 

排気ガス管の直径 mm 100 100 

ペレットタンク容量 kg 25 25 

ペレット消費量  （最小／最大） kg／時 0.83／2.24 0.94／2.47 

燃焼持続時間＝燃料充填までの時間 
       （最小／最大） 

時間 30.1／11.2 26.6／10.1 

酸素13％の排気に含まれる一酸化炭素

の測定濃度：定格時 

mg/m3 65 39 

酸素13％の排気に含まれる一酸化炭素

の測定濃度：低出力時 

mg/m3 429 206 

本体重量 kg 183 183 

高さ ｍｍ R：1493 
S：1489 

R：1493 
S：1489 

奥行 ｍｍ R：667～975 
S：674～975 

R：667～975 
S：674～975 

幅 ｍｍ R：480 
S：431 

R：480 
S：431 



 

※すべてのデータは、規格UNI EN 14961-2 A1およびA2型認可ペレットを燃料とする機器に基づいていま

す。 

※暖房可能容積は家屋の断熱、構造により大きく異なります。 

 

 

３．基本的な説明 

３．１ 装置の概要 

このストーブは、優れた暖房能力と使いやすさを兼ね備えた製品です。最高級のコンポーネントと性能は高性

能なマイクロプロセッサーにより高い信頼性と最適な性能を導き出します。 

 

３．２   ペレット燃料について 

ストーブの燃料である、おがくずを圧縮したペレットは、手動で供給することなくタンクから自動で供給され

ますので炎の熱を十分に楽しめます。 

ペレットは、圧縮されたおがくずまたは木の切りくずで、直径６mm、長さは10～20mm、水分の含有量は８％

以下、熱量は4000～4500Kcal/kgで、その密度は630～640ｋg/㎥ものをご使用ください。 

またUNI EN14961-1 A1、A2に承認される品質のものをご使用下さい。日本ではA1クラスのペレットを 

ご使用下さい。 

・     

 注意： 上記に特定した燃料以外のものを使用した場合、一切保証いたしません。 

 

３．３ ペレットの補給について 

ペレットタンクは、ストーブの上面にあります。充填される 

ペレットにより重量は異なります。またペレット供給オーガが 

作動中または燃焼中の時にタンクを開ける時は特に気を付けて 

下さい。本体は非常に熱くなっている部分があります。またペ 

レットは上記規格のペレットをご使用下さい。タンクに異物を 

入れないで下さい。 

注意：ペレットが燃焼皿に落ちてこない時、ペレットタンクには 

   少しペレットが残っていますが、これは正常です。 
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  注意：ペレットを補充する時はストーブ内部にこぼさない様に注意して下さい。加熱部にこぼすと着火す

る場合があります。 

     ペレットタンクはシーズン中は1ヶ月に1度、シーズン前、シーズン後はタンクを空にして掃除機

でタンク内を掃除して下さい。また燃焼室やタンク内にはペレット以外の可燃物を入れないで下さ

い。ペレットを補充する時、オーガフィーダが見えている（ペレットが排出出来ない量）場合はス

トーブを消火モードにしてストーブが冷めたら燃焼皿を掃除して下さい。メインスイッチを OFF

にしたりコンセントから抜いたりしないで下さい。終わったら再スタートして下さい。 

 

  燃焼室に煙が充満している場合は直ぐにストーブから離れて下さい。特に燃焼室のガラスドアから離れて

下さい。充満した煙に一気に着火した場合、爆発的に着火してガラスが破損する場合があります。決して

燃焼室のドアを開けないで下さい。煙が無くなるまでストーブから離れて下さい。原因を特定するために

代理店へ連絡して下さい。メインスイッチやコンセントから抜いたりしてストーブの電源を切らないで下

さい。この様な事が起こった後、原因を特定しないで再スタートしないで下さい。                                                

 

ペレット燃料は上記で許可されたペレットのみタンクへ投入して下さい。タンクや燃焼皿、他のストーブ部品

に異物など絶対に入れないで下さい。 

 

４．設置について 

４．１ ストーブの設置場所 

 

   まず、この取扱説明書の１章の「１．１ ご注意」の項をよくお読みください。設置するフロア面がス 

トーブの重量（ペレットタンクも考慮）に充分耐えられるかどうか、設置前によくご確認ください。 

 

注意：ストーブを設置する部屋は換気がよく、湿気や塩分を含んだ空気が 

   入らない様にして下さい。部屋の湿気や塩分が多いと錆や腐食の原 

因となり保証対象外となります。ストーブは壁や家具などの可燃物 

から必要な距離を離して下さい。（右図参照）可燃物との距離は確保 

するように義務づけられています。適切な不燃材で耐火保護している 

場合のみ許可されます。（UNI10683参照）床材が可燃物の場合は必 

ず床とストーブの間に耐火材を敷いて下さい。この指示を守らない場 

合、保証は直ちに無効になります。 

 

設置者は計画図と共に下記事項を含む設置適合証明書を発行する必要があります。 

ａ）使用した材料の報告 

ｂ）2008年1月22日、閣僚令第37条第5条に定義されている項目 

ｃ）完成した設備の図面 

ｄ）参照した現行及び以前の規格への適合宣言（電気配線など） 

ｅ）専門技術資格の証明書の写し 

日本国内においては上記に準じる施工記録を残して下さい。 

 

  上記報告書は取扱説明書と一緒に保管しなければなりません。ユーザーは直接または間接的に設置に対し

て規則に従って正しく設置されたことを確認する義務があります。 

ストーブを寝室、浴室、ガレージまたは留置所へ設置しないで下さい。換気に問題がある場合重大事故に

つながるので設置が禁じられています。また爆発の危険がある雰囲気中に設置する事は禁止されています。 

 

注意：このストーブは単純な家庭用品ではありません。取扱説明書の指示に従わなかったり、正しく設置され

ていなかったり、メンテナンス不良の悪い状態であるとき人や建屋に重大な事故を起こします。 

部屋に十分な換気口があることを確認するのはユーザーの義務です。 

設置業者は設置後必ず取扱説明書に記載されている内容及び注意事項をユーザーへ十分説明して下さい。 
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４．２ 装置の開梱 

開梱は下記手順に従って下さい。 

1）トップの木枠Ａを外して下さい。 

2）Ｂの緩衝材を外して下さい。 

3）サイドの木枠Ｃ、Ｄを外して下さい。 

4）スライドドアを開けて下さい。 

5）ストーブとパレットを固定しているネジＥを外して下さい。 

6）パレットから降ろして下さい。取扱いは慎重に行って下さい。 

 

 

４．３ コントロールパネルの取付け 

ストーブには右側にコントロールパネルが装着されています。必要に応じて左側へ移す事が可能です。 

 

   これらの作業は有資格者によって行って下さい。作業を行う前に必ず電源コードをコンセントから抜い

て下さい。 

 

下記手順に従って作業して下さい。 
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1）下部のネジＡと上部のネジＢを緩めて下さい。 

2）リアパネルＣを傷付けないように取り外して下さい。 

3）取り外したリアパネルＣから3本のネジＤを緩めて金属プレートＥを取り外します。 

4）取り外したプレートＥをリアパネルＣの反対側の開口部へ取付けて開口部を塞ぎます。 

5）4本のネジＦを緩めてコントロールパネルの保護シートＧを取り外します。 

6）2つのナットＨを緩めて、フレームからコントロールパネルＩを取り出します。 

7）コントロールパネルを反対側のフレームＬへ先ほど緩めたナットＨで固定します。 

8）保護シートＧを先に緩めたネジＦでフレームＬへ固定します。 

9）外したリアパネルＣを再度取付けて下さい。 

 

  コントロールパネルのケーブルが発熱部や稼働部に接触しない様にして下さい。これを順守せずケーブル

が破損して場合、ストーブの保証は無効となります。 

   

 

４．４ エアボックス3（送風ファン）の取付け（オプション） 

ストーブにエアボックス3送風ファンキットを取付ける事が可能です。これによりSILENTモデルからPLUS

モデルに変わり送風や他室へのダクトが可能です。キットが接続されるとSILENT からPLUSになる為のパ

ラメーターがコントロールへ入力され、送風レベルを操作パネルで操作出来る様になります。 

 

   これらの作業は有資格者によって行って下さい。作業を行う前に必ず電源コードをコンセントから抜い

て下さい。 

 

エアボックス3送風ファンキットの装着手順は下記に従って下さい。 

             

キットを梱包から取り出して下さい。ストーブからプラグAを引き抜いて下さい。 
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コンデンサBをブラケットDへナットCにて固定して下さい。ソケットFとEを接続したら送風ファン 

ユニットをスペースへ押し込んで下さい。 

フィルターGを取り外してボルトHとワッシャーIでユニットを固定して下さい。 

 

 
4つのスクリューノブAを緩めて、トップの鋳物Bを引き上げて下さい。 

ディフェクターC-sxとC-dxを挿入して下さい。燃焼室のスラドドアを開けて（開け方は別項参照）４つのネ

ジEとワッシャーDでディフェクターを固定して下さい。トップの鋳物Bを元の位置に戻して下さい。 

 

４．５ ハンドルについて 

ストーブには燃焼室のドアの開閉やメンテナンス作業の 

為のハンドルBが付属されています。使用しない時は 

ストーブ背面のフックAへ掛けておくことが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

４．７ 燃焼室スライドドアの開閉 

燃焼室のスライドドアを開閉する為には、付属のハンドルAでフックBを解除して行います。同じ要領でフッ

クCも解除します。誤ってドアを開けない様にハンドルは常に取り外して下さい。ドアの開閉はストーブが完

全に冷めて、電源コードをコンセントから抜いて掃除する時だけ行って下さい。 
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４．７ 燃焼空気の外部導入 

ストーブには外気から燃焼空気を取り込める吸気口があります。 

但し、ストーブ自体はFF式ではございません。 

不燃材料の管でストーブの吸気口と屋外を接続します。管の 

長さは600㎜以下にして下さい。 

 

  注意：吸気管はメッシュ等でカバーして詰まる事が無い 

ようにして下さい。メッシュカバーは定期的に 

掃除して下さい。また風が吹き込まないよう防風 

対策を施して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 操作について 

  燃焼中、ストーブは熱くなります。特にガラスは気を付けて下さい。燃焼中にストーブに触る際は十分に

注意して下さい。 

  テルモロッシのストーブはCEマークを取得していますので出荷前に約１時間燃焼テストをしております。

また電子部品は様々なテストを受けておりチェックシートに記録されております。装置の操作及びメンテ

ナンスに精通（本取扱説明書記載内容）していない小さなお子様、身体的及び精神的障害者等による操作

はお辞め下さい。 

 

  注意：着火前にはヒーター周り及び燃焼皿がクリーンで正しく取り付けられている事を確認して下さい。

注意：ドアがロックされているか確認して下さい。ストーブ稼働中はドアは必ず締めて下さい。また絶対      

に開けないで下さい。燃焼中は排気管やストーブは高温となりますので触れないで下さい。また長

時間温風に体をさらして健康上の問題が発生する場合はそれ以上燃焼させないで下さい。同様に直

接温風が植物にあたると有害な影響が出ますのでご注意ください。 

木質ペレット以外の固形及び液体燃料以外は絶対に使用しないで下さい。可燃物はストーブから十

分離して下さい。衣類などをストーブ近くで乾燥させないで離して下さい。 

操作中にコンセントを絶対に抜かないで下さい。 
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５．１ コントロールパネルの説明 

 
コントロールパネルはマイクロプロセッサーによって制御されています。操作ボタンと表示について下記の通

り説明いたします。 

 

 ＜タイマー運転ボタン＞ 

 ボタンを押すとタイマー運転予約または予約解除の切り替えが出来ます。（5.4項参照） 

 

 ＜温風ファン調整ボタン＞（PLUSバージョンのみ） 

 温風のレベルを６段階で調整出来ます。ストーブ内部が一定温度以上になると送風を始めます。またストー

ブ内部が一定温度以下になると送風を停止します。 

 

 ＜火力調整ボタン＞ 

 ボタンを押すと「START」モードになります。（着火モード）「WORK」モードで燃焼レベルを調整出来ま

す。「OFF」表示で消火モードになります。 

 

    ＜スクロールボタン＞（メニュー操作の場合のみ使用） 

    数値を上げるときは＋ボタン、下げるときは－ボタンを押します。 

                                                

 ＜メニューボタン＞ 

 メインメニューにアクセスする場合、ボタンを押して下さい。ディスプレイへ下記メニューが表示されます。

スクロールボタンでメニューをスクロール出来ます。各メニューへアクセスする為には、スクロール後2～3

秒待つと設定項目が表示されます。 

■DATE／TIME 

曜日、時間を設定出来ます。（5.3項参照） 

■CHRONO 

タイマー運転のプログラムを設定します。（5.4項参照） 

■LEVEL 

排気ファンの回転数を調整出来ます。（5.5項参照） 

■THERMOCOMFORT 

 サーモコンフォートリモコン（オプション）と通信する場合に設定します。（5.6項参照） 
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＜ディスプレイの表示＞ 

 

 

 

     火力レベルを表示しています。 

 

           

OFF     レベル1    レベル2    レベル3    レベル4    レベル5 

        火力最小                           火力最大 

注意：火力レベル5での使用はストーブの過熱防止の為1時間以内にして下さい。  

 

     

     温風ファンのレベルを表示しています。（PLUSバージョンのみ） 

 

           

レベル1     レベル2   レベル3    レベル4    レベル5    レベル6 

 

■上手なストーブの使い方（PLUSバージョンのレベル調整） 

温風の暖かさは温風レベルと火力レベルのバランスで決まります。お客様の体感に合わせてレベルを調整して

下さい。火力レベルだけ上げても温風レベルを上げないとストーブ内部だけが熱くなり部屋は暖まりません。

逆にストーブ内の電子機器へ悪い影響があります。最適な目安は以下の通りです 

火力レベル１の時：温風レベル2～3 

火力レベル2の時：温風レベル3～4 

火力レベル3の時：温風レベル4～6 

火力レベル4、5の時：温風レベル6                                

温風レベルはモニターが「OFF」の状態でも調整しておいてストーブが着火してセンサーが暖かい温風を送風

できると感知すると自動的に調整したレベルで運転を開始します。 

 

         一番上の■は曜日を表します。■は月曜日、■ ■火曜日、■ ■ ■水曜日となります。 

         ７つ点灯していると日曜日というように設定出来ます。 

                  上から２番目の文字はストーブの運転モードを表示します。「START」「WORK」「OFF」

となります。 

         数字は設定された現在時刻を表示しています。 

                                                

 

  ディスプレイに時計マークが表示されている時はタイマー運転の待機中です。タイマー運転をしない場 

合はタイマーボタンを押して表示を消して下さい。（5.4項参照） 
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５．２ 電源パネルの説明 

 

①電源 220－240V／50Hz 

②メインスイッチ 0/1 

長期不在やシーズンオフはこのメインスッチを 

ＯＦＦ（0）にして下さい。 

絶対にメインスイッチで  消火しないで下さい。 

全てのモーター、ファンが止まっているのを確認して 

ＯＦＦにして下さい。 

③オーガモータ稼働確認ランプ 

オーガモータに電気が供給される緑のランプが点灯 

します。オーガモータは断続的に回転しますので 

ランプも点灯、消灯を繰り返します。 

④オーバーヒートリセットボタン 

ストーブがオーバーヒートすると燃料の供給を止めます。オーバーヒートの原因を解消してストーブが十分 

冷めたらこのキャップを緩めてリセットボタンを押してから再スタートして下さい。 

⑤ヒューズ 3.15A／250V 

 

５．３ 「DATE／TIME」曜日・時間の設定 

ストーブのメインスイッチを入れて下さい。（1にする）曜日、現在時間は「DATE／TIME」のメニューから

設定出来ます。設定方法は下記の通りです。 

 

           1：メニューボタンを１回押すとディスプレイに左図の様に表示されます。 

 

 

           2：2～3秒後に左図の様に表示が変わります。 

           3：スクロールボタンで今日の曜日を選定します。月曜日なら1、火曜日なら2、・・・・ 

            日曜日なら7に設定して下さい。設定したら「火力調整ボタン」を押して決定しま

す。 

           4：曜日の設定が終わると現在時間の設定に入ります。左図の様に先ず時間単位をス

クロールボタンで設定します。「火力調整ボタン」を押して決定して下さい。次

に分単位を設定します。同じようにスクロールボタンで設定して「火力調整ボタ

ン」で決定して下さい。 

             上記が終わるとディスプレイは自動的に初期画面に戻ります。 

もし間違った設定をした場合はメニューボタンを繰り返し押して初期画面に戻り、上記の手順で設定をやり直

して下さい。 

 

５．４ 「CHRONO」タイマー運転のプログラム 

 

ストーブのメインスイッチを入れて下さい。タイマー設定は１日3回、1週間分の設定が可能です。 

下記の手順に従って設定して下さい。 

 

           1：メニューボタンを2回押して「CHRONO」と表示させて下さい。 

 

 

           数秒後に左図の様に表示が変わります。 

 

 

2：スクロールボタンで曜日を選択します。上図は1（月曜日）です。曜日を選択したら「火力調整ボタン」で

決定します。ディスプレイは下図の様に表示されます。 
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3：曜日の設定が終わるとスタート時間「ON－1」を決めます。朝5時30分にスタートさせたい場合、スクロ

ールボタンで「05」にします。「火力調整ボタン」で決定します。 

※この時自動的に消火時間の「OFF－1」は「05」が表示されます。これはスタート時間より早い時間の

消火時間の設定間違いを防ぐためです。 

  次に分単位の 30 分を設定します。上記と同じようにスクロールボタンで「30」に設定して下さい。良け

れば「火力調整ボタン」を押して決定して下さい。 

4：次に消火時間「OFF－1」の設定になります。6 時 45 分に消火したい場合、上記同様にスクロールボタン  

で時間「06」に設定して「火力調整ボタン」で決定します。次に分単位「45」に設定して「火力調整ボタン」

で決定します。 

 

以上で最初のタイマー設定「ON－1」「OFF－1」は終了です。ディスプレイは下記の表示になります。 

 

 

 

その日の2つ目のタイマー設定の画面です。違う曜日の設定に移行した場合は5－Aを参照して下さい。 

同じ日の2つ目のタイマー設定をする場合は5－Bを参照して下さい。 

 

5－A：メニューボタンを押して上記曜日の選択をして下さい。時間の設定は上記手順と同じです。 

 

5－B：この日2回目のスタート時間「ON－2」を設定します。操作は「ON－1」と同じですが「ON－2」の

時間は「OFF－1」の消火時間より遅い時間に設定して下さい。（時間がダブルと作動しません。） 

   時間を設定したら「火力調整ボタン」で必ず決定して下さい。 

 

「ON－2」「OFF－2」の設定が終わると下記表示となります。 

 

 

 

その日の3つ目のタイマー設定の画面です。違う曜日の設定に移行した場合は6－Aを参照して下さい。 

同じ日の3つ目のタイマー設定をする場合は6－Bを参照して下さい。 

 

6－A：メニューボタンを押して上記曜日の選択をして下さい。時間の設定は上記手順と同じです。 

 

6－B：この日3回目のスタート時間「ON－3」を設定します。操作は「ON－1」と同じですが「ON－3」の

時間は「OFF－2」の消火時間より遅い時間に設定して下さい。（時間がダブルと作動しません。） 

   時間を設定したら「火力調整ボタン」で必ず決定して下さい。 

以上でタイマー運転「ON－3」「OFF－3」の設定は終了です。 

 

※同じタイマー設定を別の曜日にも設定したい場合、「温風レベル調整ボタン」を押すと別の曜日にコピー出来

ます。参考例を下記に説明します。 

 

 

 

「温風レベル調整ボタン」を押すと上記の表示になります。月曜日「1」のタイマー設定全てを火曜日「2」に

コピーした場合はもう一度「温風レベル調整ボタン」を押します。下記表示に変わります。 

 

 

 

同じ要領で他の曜日もコピー出来ます。 
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7：タイマープログラム設定を終了する場合は「メニュー」ボタンを数回押して初期画面に戻って下さい。 

 注意：タイマーを作動させたくなければ時間を「00：00」にセットして下さい。いかなる時もタイマープロ

グラムは無視されます。またタイマー設定でON とOFF と同じ時間およびOFF がON よりも早い

時間とセットしても作動しません。 

 注意：タイマー運転をする場合は必ず事前に燃焼皿及び着火ヒーター周りをクリーニングして下さい。汚れ

ていると着火失敗やヒーターの寿命低下につながります。また「ON」「OFF」の間隔は2時間以上開

けて設定して下さい。エネルギーの効率化ならびにストーブの能力を有効に使えます。 

 

＜プログラム運転待機状態＞ 

タイマー運転をするためにはタイマーを待機状態にする必要があります。時計マークのボタンを押すと下記表

示になります。ディスプレイに時計マークが表示されているとプログラム時間に運転を始めます。 

 

                  現在時刻右の表示が時計マークです。 

 

 

 

 

 

  注意：タイマー運転中（時計マークがディスプレイに表示中）はクロノサーモスタットと併用出来ません。

（8.2項参照） 

 

＜タイマー運転の解除＞ 

タイマー運転をしない場合は「時計ボタン」をもう一度押して下さい。ディスプレイから時計マークが消えま

す。タイマー運転は作動しませんがプログラム自体は記憶されています。 

 

＜タイマー運転プログラムのリセット＞ 

タイマー運転のプログラムをリセットする場合は「時計ボタン」を5秒以上を押して下さい。ディスプレイに

「CLEAR TIMERS」と表示されリセットされます。 

「CLEAR TIMERS」が表示されるまで「時計ボタン」を押し続けて下さい。表示されたらリセットされて

います。 

 

タイマー運転のスター時の火力レベルは前回タイマー運転にて消火した時と同じレベルです。手動にて

消火した場合は反映されません。手動で消火した場合は、次のタイマー運転のスタート時の火力レベル

は1でスタートします。 

 

５．５ 排気ファンレベルの設定 

ストーブのメインスイッチを「1」に入れて下さい。本ストーブにはメーカーが推奨する設定が入力されてい

ます。メーカーの推奨する排気ファンの「LEVEL」は「LEVEL 1」です。しかし使用するペレットの品質、

及び燃焼皿の灰の残り具合により「LEVEL」を変更する事が出来ます。 

 

LEVEL 2：「LEVEL 2」は排気ファンのスピードが高くなります。火力レベルに応じて比例して増大しま

す。燃焼の炎が暗く、揺らぐような場合は「LEVEL 2」に設定して下さい。 

注意：この修正は標準外のペレットの使用、ならびに排気の排出を保証するものではありません。 

 

低圧縮のペレットを使用する場合は下記設定下さい。 

 

LEVEL 0：「LEVEL 0」は低圧縮のペレットを使用する場合、またはドラフト圧が 20Pa 以上の時に設定

して下さい。 

 

この設定は運転が「WORK」の状態のみ有効です。「START」モード、消火モード時は無効となります。 

排気ファンレベルの変更は下記手順で行います。 
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時計マーク 



1：「メニューボタン」を3回押して下さい。ディスプレイに下記が表示されます。 

 

              数秒後に下記表示に変わります。 

 

 

              左図は現在の排気ファンレベル「LEVEL 1」を表示しています。 

 

変更した場合はスクロールボタン「－」を押しながら「＋」ボタンを押すと表示が変わります。設定したいレ

ベルが表示されたら「メニューボタン」を数回押して初期画面に戻って下さい。 

    

   排気ファンレベルの変更はストーブがON／OFFに関わらず変更可能です。燃焼中の場合は明らかに燃

焼状態が変わる事を確認出来ますので必ず問題ないか確認して下さい。また消火後の燃焼皿の灰の様子

の確認及びクリーニングは必ず実施下さい。 

 

５．６ ルームコントロールとの通信（オプション） 

 

ルームコントローラーの取扱説明書を参照して下さい。 

 

６． ストーブの操作方法 

６．１ 運転モードの説明 

「START」モード 

「START」モードは着火ボタンを押して約20分間メーカーの設定に従って燃焼する着火モードです。この間

は火力レベルのボタンを押しても20分間は実際の燃焼に反映されません。 

この間に着火しない場合の原因は、燃焼皿が汚れている、着火ヒーター周りが汚れている、燃焼皿が極端に冷

たい、供給電力の低下、ペレットが湿っているか仕様外のペレットである等が考えられます。（3.2項参照） 

 

「WORK」モード 

通常の運転モードです。ストーブはユーザーの設定した火力レベル、温風レベル（PLUSのみ）にて運転しま

す。このモードでは着火ヒーターの発熱はありません。 

 

「OFF」モード 

消火モードとなります。約 25 分間続きます。燃焼皿の残ったペレットを焼き尽くして、ストーブが冷めるま

で消火モードは続きます。排気ファンや送風ファン（PLUS のみ）は必要に応じて稼働しますが、約 25 分後

にはストーブは完全に「OFF」となります。 

 

６．２ ストーブの着火 

 

   着火する前に、燃焼皿など正しく取り付けられているか確認して下さい。またガラスに貼られたシール 

やステッカーなどは綺麗に剥がして下さい。電源コードが正しく接続されてドアがしっかりロックされ 

ている事を確認して下さい。 

ストーブの着火は下記手順に従って下さい。 

 

1：ストーブのメインスイッチを「1」して下さい。 

2：ストーブは必ず排気管と接続して下さい。スチール製の排気管と接続部はガスケットを入れることをお勧

めします。 

3：ペレットをタンクに入れて下さい。 

4：「火力調整ボタン」を押して下さい。ディスプレイへ「START」と表示され「STARTモード」着火モード  

がスタートします。 

 

「STARTモード」は20分間続きます。20分後に「WORKモード」に変わります。「WORKモード」での火

力レベル、温風レベルを設定しておいて下さい。「START モード」の 20 分間の火力レベルはメーカーの設定

プログラム通りで一定です。 
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温風ファン（PLUSのみ）は排気温度が一定温度以上になると自動的に運転を始めますので「温風ボタン」で

調整して下さい。 

着火ヒーターが加熱を始めて数分後に最初のペレットが燃焼皿に落ちます。この場合はオーガスクリュー内に

ペレットが十分に充填されていない時に起こります。この場合は着火作業がもう一度必要になる場合がありま

す。着火に失敗したら燃焼皿に溜まったペレットは全て取り除き、もう一度燃焼皿、ヒーター周りをクリーニ

ングして再スタートして下さい。 

 

    警告：ディスプレイに「START」が表示されている間は全てのコマンドが無視されます。ディスプレ

イへ「WORK」が表示されると有効になります。 

       もし、着火に失敗したら着火ヒーター及びヒーターが挿入されている管の隙間に灰などが溜ま

ってないか確認して下さい。掃除器を使うと効率的に掃除出来ます。但しストーブが完全に冷

めている状態で行って下さい。 

                                                

６．３ 火力レベルと温風レベルの調整 

火力調整ボタンはペレットの投入量をコントロールしています。火力レベルはディスプレイへ表示されます。 

 

温風レベル「温風ファン調整ボタンにて調整出来ます。（PLUS のみ）設定レベルはディスプレイへ表示され

ます。送風のレベルはファンの回転により変わります。ストーブが僅かに振動する場合がありますが正常です。 

 

 

６．４ 送風切換え 

PLUSバージョンは送風を部分的に前面、 

背面に分岐する事が出来ます。送風量は 

右図のレバーで調整出来ます。 

 

  注意：ストーブが燃焼中はレバーは非常 

     に熱くなりますので触れないで下 

さい。付属のハンドルを使って操作して下さ 

い。背面の送風口に何も接続していない時は 

レバーを間違った位置にするとストーブ背面 

から熱風が出ます。背面に可燃物などが無い 

事を確認して下さい。 

 

＜正しい送風の切り替え＞ 

■接続する管は内面がスムーズで耐熱温度150℃以上の素材を使用して下さい。 

■樹脂製や内面が波型の管は使用しないで下さい。 

■下り勾配で管を接続しないで下さい。 

■可能な限り管の曲りは作らないで下さい。（最大２か所まで） 

■より効果的に送風する為に耐熱150℃以上の断熱を施す事をお勧めいたします。 

■送風管と可燃物との距離は20㎝以上離して下さい。 

■送風管の出口などを絞らないで下さい。 

■送風管を他の器具で塞がないで下さい。 

                                                

６．５ ストーブの消火 

ストーブを消火するには火力調整ボタンを押してレベル表示バー■■が表示されない状態にして数秒待つと

「OFF」がディスプレイへ表示」され消火モードになります。 

 

  電源コードをコンセントから抜いたり、メインスイッチを切って消火しないで下さい。排気ファンが停止

して排気されず最悪の場合はタンクへ引火する場合が有ります。消火モードは約25分終了します。 
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７．室温サーモスタットとクロノサーモスタット（オプション） 

このストーブはオプションで室温サーモスタットとクロノサーモスタットを追加する事が出来ます 

 

  これらの作業は有資格者によって行って下さい。作業を行う前に必ず電源コードをコンセントから抜いて

下さい。 

 

室温サーモスタットは下図マザーボードのCN7ブロックのターミナル7・8へ接続して下さい。 

クロノサーモスタットはCN7ブロックのターミナル9・10へ接続して下さい。 

 

  上記ターミナルには電圧を掛けないで下さい。マザーボードの破損に繋がります。この様な場合は 

  保証は無効になります。 

 

マザーボードへアクセスするには下記に従って下さい。 

■前項の説明に従って背面のパネルを外して下さい。 

■ネジAを緩めてマザーボードカバーBを外して下さい。 

■マザーボードにアクセス出来ます。 

 

 

 

７．１ 室温サーモスタットの操作（付属していません） 

室温サーモスタットはマザーボードと接続すると機能します。動作原理は次の通りです。 

室温が設定温度に達すると接点が閉じられストーブ火力・送風（PLUS のみ）を最小レベルで燃焼します。

（WORK モードの時のみ）この時、火力・送風（PLUS のみ）レベルを示すバー■■は点滅します。操作パ

ネルでの調整は無視されます。ストーブを消火せずに最小レベルの燃焼を続けるので着火ヒーターの寿命を長

くします。室温が設定温度より下がると接点が開き火力・送風レベルは元のレベルで燃焼します。室温サーモ

スタットはストーブタイマー運転と一緒に機能する事が可能です。 

 

   室温サーモスタットの接点は通常開いています。設定温度は室温と2℃以上の温度差にして下さい。 

 

７．２ クロノサーモスタットの操作（付属していません） 

室温サーモスタットの代わりにクロノサーモスタットをマザーボードに接続することが出来ます。信号はクロ

ーサーモスタットの接点が閉じると「START」モードが始まり、接点が開くと「OFF」モードとなります。

燃焼レベルは前回OFFになる前のレベルで燃焼します。 

 

注意：本体内蔵のクロノサーモスタットプログラムを使えば1日３回まで室温に関係なく「START」「OFF」

の時間を設定できます。 

                                                

設定された時間が経過するとクロノサーモスタットの接点は開き、ストーブは「OFF」モードになります。同

様に設定されたスタート時間になると接点が閉じられストーブ「START」モードを開始します。クロノサーモ

スタットはスタート・消火時間および日付をプログラム出来ます。これによりストーブの運転を管理します。 

室温に合わせて消火しないで下さい。 

クロノサーモスタットを使用している時、ストーブ内蔵の「CHRONO」機能（タイマー運転機能）は機能し

ません。 
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  注意：頻繁に着火・消火を繰り返すとヒーターの寿命は低下しますが、メーカーの責任ではありません。

この危険を低減させるには室温を設定したり火力を最大に設定しないで下さい。頻繁に着火・消火

を繰り返さない設定にして下さい。 

注意：クロノサーモスタットの接点は通常は開いています。 

注意：クロノサーモスタットを接続した場合、メーカーは着火しない、煙が漏れる、着火ヒーターが壊れたな

どの保証はいたしません。常にプログラムされたサイクルの場合は燃焼皿は常に掃除して下さい。着火・

消火サイクルは１日３回までにして下さい。室温とは2℃以上の温度差を設定して下さい。 

 

 

８．クリーニングとメンテナンス 

８．１ はじめに 

 

全ての作業は必ずコンセントを抜いた状態で行って下さい。エコサーモのストーブは特別なメンテナ

ンスは必要ありません。簡単で基本的な調整と一般的なクリーニングが必要ですが、これにより正常

な運転が得られます。長期間使用しなかった場合、使用前に排気経路に異常がないか必ず確認して下

さい。次に示すメンテナンス事項は必ず実施して下さい。怠ると製品、システム、人的、物的被害が

発生します。このメンテナンスが行われていない場合は一切保証いたしません。 

 

注意：ストーブを濡らさないで下さい。濡れた手で電気部品を触らないで。また熱い灰を掃除機で吸わないで

下さい。ストーブが十分冷めたのを確認してメンテナンスを行って下さい。 

 

ユーザーは本取扱説明書に記載されているメンテナンスを必ず実施して下さい。自分自身で出来ない場合は正

規代理店へご依頼下さい。また年に１回は排気筒をクリーニングすることをお勧めいたします。 

 

８．２ クリーニングとメンテナンス 

   低品質のペレット使用による様々な不具合が問題となり、イタリアUNI規格またはヨーロッパEN 

規格に適合するペレットを使用する事が義務づけられています。これは保証の条件となります。従わな

い場合は不適切な使用として電子機器などが非常に高い高温を受けます。これらは保証対象外です。 

 

   特別な指示がない限り下記に示すメンテナンスは指定された通り定期的に実施して下さい。 

 

＜毎日のメンテナンス＞ 

■掃除機で燃焼皿（空気穴を確保して下さい）着火ヒーター周りをきれいにして下さい。着火の失敗を極力防

ぎます。（下図1参照） 

■4本のスクレーパー（下図2）を上下に4～5回ストローク（下図3）させて下さい。 

 

＜毎週のメンテナンス＞ 

■燃焼皿のペレットパワー稼働領域に堆積物（クリンカーなど）が無いか確認して下さい。（下図4参照） 

■燃焼皿の穴、着火ヒーターの装着口に灰が詰まっていない事を確認して下さい。詰まっているならブラシや

掃除機で取り除いて下さい。（下図1参照） 

もしクリンカー（二酸化ケイ素）があるならば取り除いて下さい。これは低品質のペレットの証拠です。 

■掃除口の 4 のスクリューノブ（下図 5 参照）を緩めて、灰だまりC1、C2、C3 から掃除機で灰を除去して

下さい。（下図6参照）掃除口のカバーを戻す際は障害物が無くしっかりシールされる事を確認して下さい。

必要ならシールを交換して下さい。 

■2 つのノブを緩めて掃除口C4 の中の灰を掃除機で掃除して下さい。（下図 7、8 参照）掃除口のカバーを戻

す際は障害物が無くしっかりシールされる事を確認して下さい。必要ならシールを交換して下さい。 

■ストーブ底の送風ファンのフィルターを掃除して下さい。（PLUSバージョンのみ）          

                                                

＜毎月のメンテナンス＞ 

■ストーブ接続口から煙突トップまで灰の堆積がないか確認して下さい。 

■ペレットタンクを空にして底に溜まった粉を掃除機で除去して下さい。 
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＜年に２回＞ 

■排気経路を掃除して下さい。水平部がある場合は灰や煤の堆積を確認して排気を阻害する前に掃除して下さ

い。 

 

＜シーズン終了後または必要に応じて＞ 

ストーブ全体をクリーニングして下さい。燃焼室背面はブラシや掃除機を使って灰を取り除いて下さい。 

燃焼室内をブラシおよび掃除機を使って綺麗に灰や煤を落として下さい。薄く防錆油などを施すと錆びにくく 

なります。 

 

   掃除機を使うと効率的に掃除出来ます。フレームやガラスは柔らかい布で拭いて下さい。燃焼室のスラ

イドドアは完全に冷めているのを確認して開閉して下さい。ドアを開けると僅かに灰が床に落ちる事は

正常です。 

 

  注意：掃除後、燃焼室のスライドドアをしっかり閉めて気密が保たれている事を確認して下さい。 

  注意：ストーブ、送風管、排気管は上記に従ってメンテナンスを行い、可燃性の素材を使用する事は禁止

されています。メンテナンス不足はストーブの正しい稼働を保証しません。メンテナンス不足に起

因する不具合はいかなる場合も保証が出来ません。 

  注意：ストーブが長期間（１か月以上）使用されていない場合、使用前にストーブ、排気管、排気トップ

に障害が無いか確認して下さい。 
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８．３ エアフィルター 

送風ファンにはエアフィルターが装着されています。 

（PLUSのみ）これはハウスダストが循環しない様に装 

着されています。フィルターは右図の様に送風ファンの 

背面に装着されています。頻繁に掃除することにより、 

温風の効率を上げて、ストーブが過熱されにくくなりま 

す。フィルターは毎週掃除して下さい。取り外す際はス 

トーブを消火してコンセントを抜いてから取り外して下 

さい。水で洗って十分乾燥させてから取付けて下さい。 

 

８．４ 操作パネルの電池交換 

コントロールパネルの中にバックアップ用のボタン電池（CR1632）があります。時間やプログラムの 

記録が残らない様になったら電池を交換して下さい。コントロールパネルの４本のネジを外して電池を交換し

たら元に戻して下さい。古い電池は適切に処分して下さい。 

 

  これらの作業は有資格者によって行って下さい。作業を行う前に必ず電源コードをコンセントから抜いて 

下さい。 
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９． 排気管と部屋の換気について 

９．１ はじめに 

   排気管は設置方法の不備により頻繁に問題が発生します。排気における全ての部品を簡単に設置できる

よう下記に示します。尚、排気は「UNI10683」に準拠して、2008 年 1 月22 日のイタリア令第 37 号

で定められた標準を基準に示すもので、特に排気管については防火基準に適合していなければなりませ

ん。但し、設置場所の法令がある場合はそれに基づいて行って下さい。 

（これは火災に耐えられる規格ですが火災が発生したら直ちに消防へご連絡下さい。） 

 

この章は「UNI7129／92」「UNI10683」「EN14785」の基準を基に示すもので、設置者はこの内容を十分に 

理解する必要があります。 

以下の基準に従う事は非常に重要です。従わない場合、ストーブ、システム、ならびに人的被害をもたらす場 

合があります。 

                                              

９．２  室内の換気について 

   注意：ストーブを設置する部屋に換気扇がある場合は同時に使用すると問題が発生する場合があります。 

   室内の負圧は0.1ｍbar以下にして下さい。 

注意：ストーブ上部の送風口および空気の取り入れ口は塞がないで下さい。 

 

ストーブを設置する部屋は燃焼用空気（一次空気）の取り入れ、換気、二次空気の取り入れのため新鮮な空気

が必要です。従って1つまたは複数の外気取り入れ口（通風口）を必ず設けて下さい。（10.2.1項参照）      

外気は綺麗な空気が入る様に考慮して下さい。（ストーブの排気等を入れない）外気との通風が直接出来 

ない場合、また隣接する部屋から換気する場合などは下記の注意ならびに制限を考慮して設置して下さい。 

 

外気を取り入れる壁の通風口は下記の条件を満たすこと 

・最低100㎠の開口面積を持ち、ストーブ出力1KW当たり6㎠以上のこと 

・遮断蓋などがなく常に通風状態を保つ構造であること（開閉可能にしないこと） 

・上記開口面積を確保して金網または類似品で保護すること。 

・フロアーレベル（高さ）に設置し、排気の妨げとならない様にして下さい。もしフロアーレベルに通気口を

確保出来ない場合は50％以上開口部を広げて下さい。 

※技術的根拠がある場合は上記の限りではない。 

 

９．２．１  隣接する部屋からの換気 

換気は隣接する部屋から取り入れる事も可能です。 

■取り入れる部屋は前項の基準の通風口を設置して下さい。 

■排気管が接続されたストーブの部屋だけに換気するようにして下さい。 

■取り入れる部屋は寝室や共有スペースなどは避けて下さい。（空き部屋を使用して下さい。） 

■火災の恐れ、貯蔵庫、ガレージ、可燃物が蓄えられた部屋等から取り入れないで下さい。 

■他の暖房装置や器具は使用されていて負圧になる可能性がある部屋からは取り入れないで下さい。ストーブ

の排気が逆流する可能性があります。 

■二部屋をつなぐ通風口も上記基準で設けて開口部が遮断されるシステムにしないで下さい。隣接する部屋と

ドアで繋がっていてドアと床との隙間が上記開口面積を満たせば通風口代わりになります。 

 

９．３  排気について 

 

      排気管、分岐部品、煙突や排気出口（燃焼による生成物の排出用のシステムと定義されるものは）

は暖房装置の部品として燃料のタイプにより大臣が定める法令 DM37/08（イタリアの法律の場

合 46/90）に準じていなければなりません。暖炉、ストーブおよびバーベキューは、排気器具の

タイプにAとBが存在し操作されます(分類のために、UNI 160642およびUNI 7129参照) 

ストーブと排気管の接続は単に1台のストーブからの一つの排気管のみに限ります。 
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９．３．１ 煙突のタイプ 

煙突のタイプのよる設置は下記にて可能です。 

■システム 

互換性のある部品（煙道ライナー、断熱材、ケーシングなど）適応可能な標準に従って保証している一つの 

メーカー、またはCE適応品で構成されている排気管。 

■複合煙突 

既存または新規に設置されている互換性のある部品で構成された煙突。（排気を直接接触する壁を持つ）同じ 

メーカーまた違うメーカーから供給された断熱材またはアウターケーシング。（壁） 

■張替 

不燃材で障害物がなく一台のストーブ用に作られた既存のシャフト（新らしく設置しても）に巻かれた特定の

パイプを設置されたもの。 

 

９．３．２ 排気口とその構成部品 

すべての煙突は、右図に示される、標準UNI EN 1443の規格に 

よって設置されるよう最低限の部品は使用しなければなりません。 

 

1. 煙突全体 

2. 煙道 

3. 排気管 

4. 断熱材 

5. 外管（3～5は二重管でも可） 

6. 外管 

7. 貫通部 

8. 組合せ管全体 

9. コネクタ 

10. 排気管 

11. ストーブ本体 

 

 

 

 

 

排気を煙突や排気管で屋根まで上げることなく背面の壁を 

抜いて排気する事は禁止されています。 

但し設置する自治体の法令が優先されます。 

 

 

９．３．３ 設置まえの制御 

ユーザーは煙突の証明書を持っていなければなりません 

（2008年1月22日閣僚令第37号）。 

排気管はUNI 10683に準拠して設置されなければなりません。 

排気管について右図数値を推奨します。これは排気ファンの故障や 

停電時などでもドラフト効果で排気する為に推奨するものです。こ 

の効果を得る為にはストーブの排気口ならびに直後のＴ管位置より 

2ｍ以上4ｍ以下の高さが必要です。この高さがないと排気ファンが 

動かない時、煙がストーブから漏れ出したり燃焼室に滞留した煙に 

爆発的に引火したり、ペレットタンクへ熱が伝わり引火する可能性 

があります。 

右上の図は屋根を貫通される場合の事例です。この場合 

排気管を適切な高さで壁に固定し、点検口の付いたＴ 

管などを必ず付けて下さい。またトップ部は風の影響 

を受けない様に風除けキャップを装着して下さい。 
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レンガ造りの煙突を流用する内径150㎜以下のステン 

レスパイプまたはホーロー処理されたスチールパイプ 

を通すことをお勧めします。壁への固定、点検口、風 

除けキャップの設置は同様に必要です。既存の煙突に 

パイプを通したら貫通部や煙突出口は必ずシールして 

下さい。 

 

 

 

煙突トップに網を掛けることはストーブの誤作動の原 

因になります。 

水平部を持つ排気管を設置する場合、掃除のために 

点検口を設けて下さい。（右図参照）灰の除去や、 

軌道を妨げる不燃物などの有無を確認するために必要 

となります。 

 

 

排気管は僅かなドラフト効果があり、燃焼室を負圧に 

します。これは排気経路に漏れがない事が条件です。 

排気管の素材は適切な材質を使用して下さい。例えば 

ホーロー処理されたスチール管や耐熱シール（３５０℃） 

など。また管の外側は必ず断熱材でカバーするか二重管 

にして下さい。 

排気管はストーブのみ使用すようにして下さい。 

 

   全てのセクションで点検口を設けることで点検、 

清掃が可能にして下さい。 

注意：排気管が適切な断熱がされていなかったり、長すぎる場合は 

   排気管内で結露が発生する場合があります。ストーブの排気口近くに、ドレインを設けて下さい。排気

管はストーブ専用にして下さい。ストーブが不適切な排気システムに接続されている場合、継続な過熱

で部品が損傷しても保証対象外となります。 

煙突火災が発生した場合、ためらわず消防署へ連絡して下さい。 

 

 

 

１０. アラーム 

 このストーブは7つの基本的なアラームを知らせるようプログラムされています。 

   

  注意：エラー表示されるとストーブは消火モードになります。（約25分で完全停止）リセットする場合は

消火モードが終了した後、またはエラーの原因と火の気がない事を確認してリセットして下さい。 

 

注意：アラームはストーブの欠陥を知らせるものではありません。テルモロッシの安全性、信頼性を確保

するためにユーザーへ確認、修正を知らせるものです。 

 

アラームの内容は次の通りです。 

 

このアラーム表示は「WORK」モードの時に排気温度が設定温度以下になった時に表示されます。ペレットタ 

ンクにペレットが無くなり消火した場合などに表示されます。消火モード終了後、リセットするにはストーブ 

背面のメインスイッチを一旦切って入れなおして下さい。燃焼皿をクリーニングして下さい。ペレットを補給 

して燃焼皿をクリーニングした後、再スタートして下さい。 
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このアラームは「START」モードの時に排気温度が設定温度以上に達しなかった時に表示されます。着火に失 

敗したり、遅れた場合に表示されます。リセットするには消火モード終了後、ストーブ背面のメインスイッチ 

を一旦切って入れなおして下さい。燃焼皿をクリーニングした後、再スタートして下さい。燃焼皿に残った 

ペレットはタンクへ戻さないで下さい。 

 

 

このアラームは排気管がブロックされたり排気が悪くなったりした時に表示されます。燃焼室のドアが閉まっ 

ていない場合などにも表示されます。消火モード終了後、アラームをリセットするにはストーブ背面のメイン 

スイッチを一旦切って入れなおして下さい。最初にドアが確実に閉まっていたか確認して下さい。その後、排 

気経路に詰りがないか確認して下さい。原因が特定されるまで再スタートしないで下さい。問題が解決したら 

燃焼皿をクリーニングして再スタートして下さい。 

 

 

このアラームはストーブ内部が125℃以上に過熱された時に表示されます。過熱の原因を確認して問題を解決 

して下さい。ストーブが冷めたらリセット出来ます。リセットはメインスイッチが入った状態でストーブの背 

面パネルのリセットボタンのキャップを外してボタンを押すとリセット出来ます。アラームのリセットは背面 

のメインスイッチを一旦切って入れなおして下さい。 

再スタートする前に燃焼皿をクリーニングして下さい。 

 

 

このアラームは排気温度を計測する熱電対が損傷したか機能しなくなった場合に表示されます。正規代理店へ 

連絡して下さい。 

 

 

このアラームは排気ファンの回転センサーがスピードが遅いと判断した時に表示されます。排気管及び排気ト 

ップが塞がれていないか確認して下さい。問題が解決しない場合は正規代理店へ連絡して下さい。 

 

 

この表示は排気ファンの回転を検知出来ない時に表示されます。排気ファンまたは回転センサーの異常です。 

正規代理店へ連絡して下さい。 
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１１． マーザーボード 
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１２ 技術情報 

１２．１ 基本的構成部品と機能 

＜排気圧センサー＞ 

これは必要な時にいつでもフィーダーモーターをスットプさせるセンサーです。主な原因は排気経路、 

排気管が塞がれた時に反応します。排気管出口までメッシュのフィルターなどは取り付けないで下さい。 

メッシュが詰まり排気圧力が発生しフィーダーモーターとストップさせます。 

 

＜フィーダーモーター＞ 

このモーターはマイクロプロッセサにより制御され断続的に回転します。モーターは次の場合に運転を停 

止します。 

■モーターが過熱となった時 

■排気経路が塞がれ排気圧センサーが働いた時 

■ペレットがなくなった時 

■ストーブが自身でシャットダウンした時 

■ストーブ内部が１２５℃になりサーモスタットが作動した時 

                                                

＜送風ファン＞（PLUSバージョンのみ） 

排気温度センサーが一定温度以上を感知すると送風ファンは稼働します。同様に燃料が無くなったり、または 

消火モードになり一定温度以下になると稼働（最大20分間）を停止します。 

 

＜排気ファン＞ 

着火ボタンを押すと運転を始めます。最初の1分間は排気経路のこもった灰を排出させるために最大パワーで 

運転します。その後自動制御運転となります。消火モードになっても排気の安全のため20分間は運転します。 

停止するまでメインスイッチは切らないで下さい。 

 

＜排気温度センサー＞ 

ストーブの排気温度を計測しています。設定温度を超えると燃焼していると判断します。同様に設定温度を下 

回ると燃焼していない「NO PELLET」（ペレットがない）と表示されます。 

 

＜ペレットタンクの温度センサー＞ 

ペレットタンクおよびタンク付近が95℃になると送風ファンが強制的に最大レベルで運転します。 

 

＜125℃温度センサー＞ 

ストーブ内部が125℃に達するとフィーダーモーターを停止します。「ALARM T MAX」と表示されます。過 

熱の原因を確認して対処して下さい。確認出来たらストーブが冷めるのを待って背面パネルの黒いキャップを 

外してリセットボタンを押すとリセット出来ます。（この時かなり冷めた状態になっていなければなりません。） 

 

＜着火ヒーター＞ 

「START」モードで稼働します。ヒーターは800℃の温度に達します。熱風によりペレットへ着火させます。 

ヒーターのメーカー保証は6ヶ月です。 

 

１３．２ 正しい操作のための処置 

■この取扱説明書を必ず読んで下さい。 

■消火の際は操作パネルで消火して下さい。背面のメインスイッチを切ったり電源プラグを抜いて消火しない

で下さい。排気が部屋へ漏れたり、ペレットタンクへ引火する可能性があり危険です。 

■ストーブの電源コンセンセントは抜かないで下さい。また通常の運転中に電源コードを決して抜かないで下

さい。排気が部屋へ漏れたり、ペレットタンクへ引火する可能性があり危険です。 

■排気管出口は壁を水平に抜いただけの位置にしないで下さい。自然なドラフトを得られるよう立ち上げて下

さい。燃焼の排気は一般的な方法で保証しなければなりません。強風の影響を受け排気管に流れ込みストー

ブが停止します。 

■ストーブ本体表面のエナメルのケイ酸塩の乾燥と焼きのために最初の 10 時間は最大火力で試運転して下さ

い。ストーブ表面から煙や臭いが出るので窓を開けて換気しながら行って下さい。（燃焼室は塗装が剥がれた

ようになる場合がありますが不良ではありません。）                       32 



■排気経路にメッシュの網や排気を阻害するようなものを装着しないで下さい。ペレットを燃焼させるのに必

要な吸排気に影響を及ぼします。 

■ストーブおよび着火ヒーターの周りは常に取扱説明書に従ってチェックして掃除して下さい。 

■定期的に排気管を掃除して下さい。 

■高品質のペレットを使用して下さい。品質が悪いと50％以上の燃焼効率が低下します。 

■ペレットは乾燥した場所で保管して下さい。 

■稼働中は燃焼室のドアは確実に閉めて下さい。 

■ストーブ表面の高温部分には素手で触らないで下さい。ミトン等を使用下さい。 

■ペレットや他の物を直接燃焼皿へ投入しないで下さい。 

■ペレットならびに可燃物はストーブの近くに置かないで下さい。 

■スペアパーツはテルモロッシ正規品を使用して下さい。 

 

１２．３ トラブルシューティング 

不具合 原因 対処 

ペレットが落ちて

こない 
ペレットタンクが空です。 
NO-PELLET CLEAN-BURNER 
アラーム表示 

ペレットを補給して下さい。 

異物がタンク底に噛み込んでいます。 
NO-PELLET CLEAN-BURNER 
アラーム表示 

異物を取り除いて下さい。 

排気経路などに障害物があり、排気が阻

害されています。“SMOKE NO OUT – 
CHECK OUTLET”アラーム表示 

汚れたり、詰まったりしていないか燃焼

皿、排気管を確認して下さい。 

排気管トップにメッシュなどを装着し

る場合、排気が阻害されています。 
“SMOKE NO OUT– 
CHECK OUTLET”アラーム表示 

阻害するものを取り除いて適切な部品

へ交換して下さい。 

突然の突風により安全モードとなりま

した。“SMOKE NO OUT – CHECK 
OUTLETアラーム表示 

一旦スイッチを切り、燃焼皿を綺麗にし

てもう一度着火して下さい。 

ペレット供給モーターが動かない。 
NO-PELLET CLEAN-BURNER 
アラーム表示 

モーター交換またはクリーニング 

サーモスタットが作動し燃料供給モー

ターが停止した。（オーバーヒート） 
“ALARM T.MAX”アラーム表示 

過熱の原因を特定して解決して下さい。

ストーブが冷めたらリセットボタンを

押して再スタート。 

ドアが開いている 
“SMOKE NO OUT – 
 CHECK OUTLETアラーム表示 

ドアを閉めて下さい。 

ペレットが燃焼皿

へ溜まる 
排気経路などに障害物があり、排気が阻

害されている。 
汚れたり、詰まったりしていないか排気

管を確認して下さい。また阻害するもの

を取り除いて適切な部品へ交換 

燃焼皿が汚れている。 頻繁に清掃して下さい。 

ガスケットを装着したドアが開いてい

る。またはガスケットの損傷 
ドアを閉めて下さい。また必要ならガス

ケットを交換して下さい。 

ペレットの灰が標準より多い。またはペ

レットの品質に問題がある。 
燃焼皿を綺麗にして取扱説明書に従っ

て排気ファンのレベルを 2 にして下さ

い。またはペレットを変えて下さい。 

ストーブから煙が

出る 
初めて燃焼する時におきます。本体のシ

リコンコティーングが焼かれています。 
完全に焼き終わるまで数日は火力レベ

ルを上げて試運転して下さい。（部屋は

換気すること） 

排気管に漏れがある。 ガスケットなど適合しているか確認。 

25 分後に煙が出始めた場合：着火ヒー

ターが汚れていて着火が遅れた。 
燃焼皿、着火ヒーターを綺麗にして下さ

い。 



25 分後に煙が出始めた場合：オーガ内

のペレットが無い 
燃焼皿を綺麗にしてタンクにペレット

を補充して下さい。 

排気のリリーフバルブが開いた。 不完全燃焼の煙に引火しました。取扱説

明書メンテンテナンスを全て実施して

下さい。 
 

START モード終

了後数分で停止し

た 

オーガ内にペレットが無く、着火が遅れ

た 。 “FAILED START – CLEAN 
BURNER”アラーム表示 

燃焼皿を綺麗にしてタンクにペレット

を補充して下さい。 

燃焼皿、着火ヒーターが汚れている。 
“FAILED START – CLEAN  
BURNER”アラーム表示 

頻繁に清掃して下さい。 

ストーブがスター

トしない 
着火ヒーターが加熱していない。 
“FAILED START – CLEAN  
BURNER”アラーム表示 

燃焼皿を綺麗にして着火ヒーターを交

換して下さい。 

ペレットタンク、オーガ内にペレットが

無い。“FAILED START – CLEAN  
BURNER” アラーム表示 

燃焼皿を綺麗にしてタンクにペレット

を補充して下さい。 

排気圧に異常な圧力が見られる。

“FAILED START – CLEAN  
BURNER” アラーム表示 

排気管のドラフトをチェックして下さ

い。 

着火ヒーター周りが塞がれている。 着火ヒーター周り、燃焼皿を綺麗にして

下さい。 

ガラスが煤で黒く

なる 
ペレットが燃焼皿に溜まりすぎている。 燃焼皿を綺麗にして取扱説明書に従っ

て排気ファンのレベルを 2 にして下さ

い。またはペレットを変えて下さい。 

着火、消火のサイクルが多い。 燃焼時間が長くなるよう設定してサイ

クルを減らして下さい。 

排気のドラフトが弱い。 排気経路をチェックして修正して下さ

い。 

ペレットの品質が悪い。 燃焼皿を綺麗にして取扱説明書に従っ

て排気ファンのレベルを 2 にして下さ

い。またはペレットを変えて下さい。 

ストーブが OFF
で燃焼皿に燃え残

ったペレットがあ

る 

ペレットが無くなりました。 
“NO PELLET – CLEAN BURNER” 
アラーム表示。 

燃焼皿を綺麗にして、ペレットを補充し

て下さい。 

排気圧に異常が見られる。 
“NO PELLET – CLEAN BURNER” 
アラーム表示。 

排気管のドラフトをチェックして下さ

い。 

ストーブの温度が

上がらない 
設定温度が低すぎる。ON／OFFを繰り

返しが多い。 
より高いレベルで燃焼させるために設

定温度上げて下さい。 

部屋が広すぎる。壁が冷たい。 燃焼時間、燃焼レベルを上げて下さい。 

ペレットの品質が悪い。 取扱説明書に記載の通り認証を受けた

ペレットへ交換して下さい。 

階段や高い吹き抜け等により熱が逃げ

ている。 
火力を上げるかまたは適切にスペース

を仕切って下さい。 

時間がメモリーさ

れない 
操作パネルの電池が消耗している。 電池を交換して下さい。 

タイマープログラ

ムが作動しない 
タイマーを待機状態にしなかった。 取扱説明書の通り、時計マークのボタン

を押して待機状態にして下さい。 

操作パネルの電池が消耗している。 電池を交換して下さい。 

タイマープログラムにエラーがある。 設定を再確認して下さい。 

数時間運転後にド

アガラスに汚れが

付着する。 

新品を燃やすと防錆の為のシリコーン

コーティングが蒸発してガラスに付着

する。 

シンナーなどの溶剤で拭き取って下さ

い。 



タンクカバーを開

けたり、スクレー

パーをスライド出

来ない。 

ストーブがとても汚れている。 取扱説明書に従って定期的なメンテナ

ンスを実施して下さい。 

タンクカバーがス

ライド出来ない。 
ペレットがスライド部分に挟まってい

る。 
スライド部分を確認して掃除機でペレ

ットを除去して下さい。 

上記にて解決しない場合、また交換部品が必要な場合は正規代理店へご連絡下さい。 
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１３． スペアパーツ 
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【 保 証 書 】 

この製品の保証期間はお買い上げ日から１年間です。保証書のコピーを輸入元へお送り下さい。 

製造会社、輸入元および販売店は、エコサーモの全体の状態、製品、使用部品にいかなる欠陥もないことを保

証します。 

保証書を使う際は以下のことを行ってください。 

－ 領収書、銀行振り込み記録などにより、お買い上げ年月日を明示してください。 

－ 保証期間内に故障が生じたり、破損や欠陥が見つかった場合は、お客様のお名前、住所、電話番号、 

お買い上げ年月日、エコサーモの型番、トラブルの状況およびストーブの設置・運転状況を販売店に 

お知らせください。 

 

販売店がある場合は欠陥または故障の状況を調べて、報告書を作成します。輸入元・販売店は故障の内容

が保証書によってカバーできるかどうかを確認した上で、無料修理・交換を行います。 

 

保証条件について 

１）輸入元は、エコサーモの構成部すべてにおいて（消耗品を除く）、お買い上げ年月日から１年間保 

証します。 

２）消耗品に関しては、不良品の場合を除いて、保証の対象にはなりません。よって、以下の部品は保証 

外になります：ガスケット、燃焼制御板、接続部品、グリル、ガラスドア、耐熱セラミックプレート。 

３）保証期間内に破損もしくは欠陥が見つかった場合、販売代理店に点検を依頼してください。設置業者 

により不備が確認された場合、必要な部品交換などはすべて無償で行われます。 

４）この保証書は、本製品をご使用のお客様にのみ有効です。権利の譲渡はできません。また、エコサーモの

過熱しすぎによる損傷は、保証の対象外になります。ストーブの誤った設置や使い方および、温度による

ストーブ表面への影響についても、保証の対象外になります。 

５）保証金額は、本製品の購入代金を上限とします。製造会社・輸入元は、修理または欠陥部品の交換で 

お客様に補償します。 

６）お客様のメンテナンス不足に起因する不具合、また設置工事ならびに設置工事不備による損害は輸入元の

保証の対象となりません。 

 

注意.: ご購入者は、保証書がいつから効力を発揮しているかを証明するために、お買い上げ年月日が明 

記された領収書あるいは送金レシートを必ず保持・保管してください。 

 

お買い上げ年月日：       年   月   日 

コピーして輸入元へ送ってください。コピーが輸入元へ無い場合保証出来ません。（メールでも可） 

輸入元：有限会社河西（ユーロストーブ） 〒243-0425 神奈川県海老名市中野1-11-39 

    TEL：046-238-9991   https://www.pellet-stove.jp E-mail:info@pellet-stove.jp 

【お客様登録情報】 

ストーブモデル 
シリアルNo 

VellaVista（ベラビスタ）SILENT／PLUS 

お名前  
ご住所  
お電話番号  
メールアドレス  
施工代理店  
お客様のサイン  
お客様の情報は保証の確認のみに使用し、第三者へ開示することはございません。 


